
三
年
選
択
Ｄ

古
典
Ａ
①

五
月
七
日
（
木
）
～
十
三
日
（
水
）

古
今
著
聞
集
（
小
式
部
内
侍
が
大
江
山
の
歌
の
事
）

解
答
す
る
際
は
、
裏
面
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
語
句
の
意
味
は
辞
書
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
、
活
用
は
図
説
等
を
使
用
し
、
可
能
な
限
り
記
入
す
る
こ
と
。

次
の
登
校
日
に
こ
の
用
紙
を
印
刷
し
た
も
の
に
解
答
を
記
入
し
て
提
出
す
る
。

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は
、
Ａ
４
版
の
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
課
題
の
出
題
日
、
学
年
・
出
席
番
号
・

氏
名
を
記
入
し
、
問
ご
と
の
解
答
を
記
入
し
て
、
裏
面
の
解
答
用
紙
例
の
様
式
で
提
出
す
る
こ
と
。

語
句
・
文
法

問
一

次
の
語
の
意
味
を
調
べ
よ
。

下
る

〔

〕

1
局

〔

〕

2
直
衣

〔

〕

3
あ
さ
ま
し
〔

〕

4
返
し

〔

〕

5
世
お
ぼ
え
〔

〕

6問
二

次
の
太
字
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
、
あ
と
の
ア
～
コ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。

歌
合
あ
り
け
る
に
、

〔

・

〕

1
丹
後
へ
つ
か
は
し
け
る
人
は

〔

・

〕

2
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
、

〔

・

〕

3
な
か
ば
出
で
て
、

〔

・

〕

4
ま
だ
ふ
み
も
み
ず

〔

・

〕

5
世
お
ぼ
え
出
で
来
に
け
り
。

〔

・

〕

6
ア

上
一
段
活
用

イ

上
二
段
活
用

ウ

下
一
段
活
用

エ

下
二
段
活
用

オ

四
段
活
用

カ

カ
行
変
格
活
用

キ

ラ
行
変
格
活
用

ク

未
然
形

ケ

連
用
形

コ

終
止
形

1



問
三

次
の
太
字
の
助
動
詞
の
意
味
は
、
あ
と
の
ア
～
エ
の
い
ず
れ
に
あ
た
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
選
べ
。

歌
よ
み
に
と
ら
れ
て

〔

〕

1
局
の
前
を
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
、

〔

〕

2
ひ
き
は
な
ち
て
逃
げ
ら
れ
に
け
り
。

〔

〕

3
ア

受
身

イ

尊
敬

ウ

自
発

エ

可
能

要
点
の
整
理

●
次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
せ
よ
。

第
一
段
落
（
起
）

初
め
～
一
〇
・
2

小
式
部
内
侍
歌
合
に
選
ば
れ
る

和
泉
式
部
が
保
昌
の
ア

〔

〕
と
し
て
イ

〔

〕
に
下
っ
た
と
き
に
、
京
で
ウ

〔

〕

が
あ
っ
た
が
、
娘
の
小
式
部
内
侍
が
、
エ

〔

〕
に
よ
み
手
と
し
て
選
ば
れ
て
よ
む
こ
と
に
な
っ

た
。

第
二
段
落
（
承
）

一
〇
・

～
一
〇
・

2

4

定
頼
の
か
ら
か
い

定
頼
の
中
納
言
が
、
か
ら
か
っ
て
オ

〔

〕
に
、
「
カ

〔

〕
へ
お
や
り
に
な
っ
た

キ

〔

〕
は
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
か
。
」
と
、
ク

〔

〕
の
中
へ
声
を
か
け
て
、
ケ

〔

〕

を
通
り
過
ぎ
な
さ
っ
た
。

第
三
段
落
（
転
）

一
〇
・

～
一
〇
・

4

7

あ
っ
と
言
わ
せ
た
小
式
部
内
侍
の
返
歌

す
る
と
、
小
式
部
内
侍
は
、
コ

〔

〕
か
ら
半
分
身
を
乗
り
出
し
て
、
定
頼
の
サ

〔

〕
の

袖
を
と
ら
え
て
、「
大
江
山
」
の
歌
を
よ
み
か
け
、「
シ

〔

〕
の
い
る
丹
後
は
遠
い
の
で
、
ま
だ
ス

〔

〕
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
と
答
え
た
。

第
四
段
落
（
結
）

一
〇
・

～
一
〇
・

7

8

定
頼
の
狼
狽

思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、
セ

〔

〕
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
定
頼
は
ソ

〔

〕
を
ふ
り
き
っ

て
逃
げ
た
。

2



第
五
段
落
（
添
加
）

一
〇
・

～
終
わ
り

8

後
日
談

こ
れ
以
後
、
小
式
部
内
侍
の
タ

〔

〕
と
し
て
の
世
の
チ

〔

〕
が
立
っ
た
そ
う
だ
。

〇
現
代
語
訳

和
泉
式
部
が
、〔
藤
原
〕
保
昌
の
妻
と
し
て
丹
後
の
国
に
下
っ
た
と
き
に
、
京
で
歌
合
が
あ
っ
た
が
、（
そ

の
娘
）
小
式
部
内
侍
が
、
歌
合
の
よ
み
手
と
し
て
選
ば
れ
て
よ
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、〔
藤
原
〕
定
頼
の
中

納
言
が
、
か
ら
か
っ
て
小
式
部
内
侍
に
、「
丹
後
へ
お
や
り
に
な
っ
た
と
い
う
使
い
は
戻
っ
て
参
っ
て
い
る

か
（
母
上
の
和
泉
式
部
の
助
け
が
な
く
て
お
困
り
で
し
ょ
う
）
。
」
と
（
小
式
部
内
侍
の
私
室
に
）
声
を
か
け

て
、
部
屋
の
前
を
通
り
過
ぎ
な
さ
っ
た
と
こ
ろ
、
小
式
部
内
侍
は
、
御
簾
か
ら
半
分
ほ
ど
出
て
、（
定
頼
の

着
て
い
る
）
直
衣
の
袖
を
引
き
止
め
て
、

大
江
山
…
…
大
江
山
、
生
野
と
い
う
所
を
通
っ
て
行
く
、
丹
後
へ
の
道
が
遠
い
の
で
、
ま
だ
天
橋
立

を
訪
れ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
に
、
母
の
い
る
丹
後
は
遠
い
の
で
、
ま
だ
便
り
も
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

と
（
定
頼
に
歌
を
）
よ
み
か
け
た
。
（
定
頼
は
）
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
き
れ
て
、
「
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
。
」
と
だ
け
言
っ
て
、
（
当
然
の
作
法
で
あ
る
）
返
歌
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
（
引
き
止
め
ら
れ
た
）

袖
を
振
り
き
っ
て
お
逃
げ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
式
部
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
歌
人
と
し
て
の
世
の
評

判
が
出
て
来
た
そ
う
だ
。

3



解
答
用
紙
様
式

Ａ
４
版
レ
ポ
ー
ト
用
紙
に
ま
と
め
る
。
２
枚
以
上
に
な
る
場
合
は
ホ
チ
キ
ス
で
と
じ
る

こ
と
。

五
月
七
日
課
題

三
年
古
典
Ａ
①

三
年

組

番

氏
名
（

）

問
一

１

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

２

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

３

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

４

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

５

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

６

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

問
二

１

ア

・

ケ

２

ウ

・

ケ

３

イ

・

コ

４５６

問
三

１２３

4



5

内
容
の
理
解

一
「
京
に
歌
合
あ
り
け
る
に
、
」
（
一
〇
・

）
と
あ
る
が
、
次
の
項
目
の
う
ち
か
ら
、
「
歌
合
」
に
関
係

1

あ
る
も
の
を
、
四
つ
選
べ
。

ア

撰
者

イ

判
者

ウ

紅
白

エ

枕
詞

オ

持じ

カ

序
詞

キ

左
右

ク

発
句

ケ

判
詞

コ

本
歌
取
り

〔

〕

〔

〕

〔

〕

〔

〕

二
「
丹
後
へ
つ
か
は
し
け
る
人
は
参
り
に
た
り
や
。
」
（
一
〇
・

）
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

3

「
丹
後
へ
つ
か
は
し
け
る
」
と
あ
る
が
、
何
の
た
め
に
丹
後
へ
使
い
を
や
っ
た
と
い
う
の
か
。
そ
の
目

1
的
を
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

〔

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

〕

ま
た
、
丹
後
へ
使
い
を
や
っ
た
の
は
、
（
Ａ
）
事
実
で
あ
っ
た
、
（
Ｂ
）
事
実
で
は
な
か
っ
た
、
の
い
ず

2
れ
か
を
記
号
で
答
え
、
そ
の
根
拠
に
あ
た
る
部
分
を
本
文
中
か
ら
十
字
以
内
で
抜
き
出
せ
（
句
読
点
は

含
ま
な
い
）。

記
号
〔

〕

根
拠
〔

／

／

／

／

／

／

／

／

／

〕

「
参
り
に
た
り
や
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

3
ア

も
う
出
か
け
ま
し
た
か

イ

も
う
向
こ
う
に
着
き
ま
し
た
か

ウ

も
う
帰
っ
て
来
ま
し
た
か

〔

〕

三
「
大
江
山
」（
一
〇
・

）
の
歌
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

6

「
い
く
の
」「
ふ
み
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
と
何
と
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
か
答
え
よ
。

1

〔

と

〕

〔

と

〕

「
ふ
み
」
は
、
ど
の
言
葉
の
縁
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
。
該
当
す
る
言
葉
を
歌
の
中
か
ら
抜
き

2
出
せ
。



6

〔

〕

四
「
返
し
に
も
及
ば
ず
、
袖
を
ひ
き
は
な
ち
て
逃
げ
ら
れ
に
け
り
。
」（
一
〇
・

）
に
つ
い
て
、
次
の
問

8

い
に
答
え
よ
。

定
頼
が
そ
う
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。

1
〔

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

〕

こ
の
定
頼
の
行
動
は
、
心
の
中
に
小
式
部
内
侍
に
対
す
る
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
読
み
取
れ

2
る
か
。
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア

侮
り

イ

疑
念

ウ

嫉
妬

〔

〕

五
「
歌
よ
み
の
世
お
ぼ
え
出
で
来
に
け
り
。
」
（
一
〇
・

）
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
か
。
適
当
な
も
の
を

9

次
か
ら
選
べ
。

ア

歌
人
と
し
て
世
の
名
歌
を
学
び
、
信
頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ

歌
人
と
し
て
そ
の
名
を
世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ

歌
人
と
し
て
す
ぐ
れ
た
歌
の
よ
み
方
を
よ
う
や
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔

〕

六
本
文
中
に
、
小
式
部
内
侍
が
女
房
と
し
て
は
珍
し
く
強
気
な
態
度
を
見
せ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
部

分
を
、
二
十
字
以
内
で
抜
き
出
せ
（
句
読
点
を
含
む
）。

〔

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

〕

七
こ
の
話
の
眼
目
は
、
小
式
部
内
侍
の
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
か
。
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
選
べ
。

ア

当
意
即
妙
の
機
知

イ

歌
道
に
対
す
る
執
心

ウ

諧
謔
に
潜
む
鋭
い
諷
刺

〔

〕



7

（
解
答
解
説
編
）

語
句
・
文
法

一

下
る
〔
都
か
ら
地
方
に
下
る
。〕

1
局
〔
女
房
の
私
室
。〕

直
衣
〔
貴
族
の
平
服
。〕

2

3

あ
さ
ま
し
〔
驚
い
た
こ
と
だ
。
あ
き
れ
た
こ
と
だ
。〕

4
返
し
〔
返
歌
。
返
事
。〕

5
世
お
ぼ
え
〔
世
の
中
の
評
判
。
世
間
か
ら
思
わ
れ
る
こ
と
。〕

6
【
補
足
説
明
】

●
王
朝
男
性
貴
族
の
服
装

男
子
の
正
装
を
「
束
帯
」
と
い
い
、
「
昼
（
日
）
の
装
束
」
と
い
う
。
冠
・
袍
・
表

袴

・
笏

・
沓
な

そ
く
た
い

ひ

ほ
う

う
え
の
は
か
ま

し
ゃ
く

く
つ

ど
で
装
う
。
正
装
に
対
し
て
、
平
服
（
私
服
）
が
「
直
衣
」
で
あ
る
。
普
通
は
烏
帽
子
を
つ
け
、
指
貫
を

え

ぼ

し

さ
し
ぬ
き

履
く
。
ま
た
、
旅
行
な
ど
の
実
用
衣
と
し
て
「
狩
衣
」
が
あ
る
。

か
り
ぎ
ぬ

二

歌
合
あ
り
け
る
に
、〔
キ
（
ラ
行
変
格
活
用
）・
ケ
（
連
用
形
）〕

1
丹
後
へ
つ
か
は
し
け
る
人
は
〔
オ
（
四
段
活
用
）・
ケ
（
連
用
形
）〕

2
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
、〔
イ
（
上
二
段
活
用
）・
ク
（
未
然
形
）〕

3
な
か
ば
出
で
て
、〔
エ
（
下
二
段
活
用
）・
ケ
（
連
用
形
）〕

4
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
〔
ア
（
上
一
段
活
用
）・
ク
（
未
然
形
）〕

5
世
お
ぼ
え
出
で
来
に
け
り
。〔
カ
（
カ
行
変
格
活
用
）・
ケ
（
連
用
形
）〕

6
三

歌
よ
み
に
と
ら
れ
て
〔
ア
（
受
身
）〕

1
局
の
前
を
過
ぎ
ら
れ
け
る
を
、〔
イ
（
尊
敬
）〕

2
ひ
き
は
な
ち
て
逃
げ
ら
れ
に
け
り
。〔
イ
（
尊
敬
）〕

3
【
補
足
説
明
】

は
「
選
ば
れ
て
」
の
意
味
を
読
み
取
り
、
受
身
と
判
断
す
る
。

・

の
主
語
は
中
納
言
定
頼
で
あ

1

2

3

る
か
ら
、
尊
敬
と
判
断
す
る
。

要
点
の
整
理

第
一
段
落
（
起
）

初
め
～
一
〇
・
2

小
式
部
内
侍
歌
合
に
選
ば
れ
る

和
泉
式
部
が
保
昌
の
ア

〔
妻
〕
と
し
て
イ

〔
丹
後
〕
に
下
っ
た
と
き
に
、
京
で
ウ

〔
歌
合
〕
が
あ
っ
た
が
、

娘
の
小
式
部
内
侍
が
、
エ

〔
歌
合
〕
に
よ
み
手
と
し
て
選
ば
れ
て
よ
む
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
段
落
（
承
）

一
〇
・

～
一
〇
・

2

4



8

定
頼
の
か
ら
か
い

定
頼
の
中
納
言
が
、
か
ら
か
っ
て
オ

〔
小
式
部
内
侍
〕
に
、「
カ

〔
丹
後
〕
へ
お
や
り
に
な
っ
た
キ

〔
使
い
（
使

者
・
人
）
〕
は
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
か
。
」
と
、
ク

〔
御
簾
（
す
だ
れ
・
局
）
〕
の
中
へ
声
を
か
け
て
、
ケ

〔
前

（
局
の
前
）〕
を
通
り
過
ぎ
な
さ
っ
た
。

第
三
段
落
（
転
）

一
〇
・

～
一
〇
・

4

7

あ
っ
と
言
わ
せ
た
小
式
部
内
侍
の
返
歌

す
る
と
、
小
式
部
内
侍
は
、
コ

〔
御
簾
（
す
だ
れ
）
〕
か
ら
半
分
身
を
乗
り
出
し
て
、
定
頼
の
サ

〔
直
衣
〕

の
袖
を
と
ら
え
て
、「
大
江
山
」
の
歌
を
よ
み
か
け
、
「
シ

〔
母
（
親
）
〕
の
い
る
丹
後
は
遠
い
の
で
、
ま
だ

ス

〔
便
り
（
手
紙
・
文
）〕
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
と
答
え
た
。

第
四
段
落
（
結
）

一
〇
・

～
一
〇
・

7

8

定
頼
の
狼
狽

思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、
セ

〔
返
歌
〕
を
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
定
頼
は
ソ

〔
袖
〕
を
ふ
り
き
っ
て
逃
げ
た
。

第
五
段
落
（
添
加
）

一
〇
・

～
終
わ
り

8

後
日
談

こ
れ
以
後
、
小
式
部
内
侍
の
タ

〔
歌
人
（
歌
よ
み
）〕
と
し
て
の
世
の
チ

〔
評
判
〕
が
立
っ
た
そ
う
だ
。

〔
要
点
〕

・
本
文
は
全
一
段
と
な
っ
て
い
る
が
、
起
（
発
端
）
・
承
（
展
開
）
・
転
（
最
高
潮
）・
結
（
結
末
）
・
添
加

（
後
日
談
）
の
五
段
落
に
分
け
て
、
大
筋
を
読
み
取
る
。

・
説
話
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
意
外
な
展
開
に
あ
る
。
そ
の
意
外
さ
に
転
じ
た
第
三
段
落
に
注
目
す
る
と
、

起
・
承
・
転
・
結
の
構
成
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
第
五
段
落
は
、
添
加
さ
れ
た
話
で
、
後
日
談
と
し
て
、
本
文
の
主
題
「
小
式
部
内
侍
の
歌
才
」
を
世
評

の
形
で
補
足
し
て
い
る
。

内
容
の
理
解

【
正
解
】

一
イ
・
オ
・
キ
・
ケ

二

歌
合
で
発
表
す
る
歌
を
、
母
の
和
泉
式
部
に
代
作
し
て
も
ら
う
た
め
。（
二
十
七
字
）

1
記
号
＝
（
Ｂ
）

根
拠
＝
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
天
橋
立
（
十
字
）

ウ

2

3

三

行
く
（
と
）
生
野
・
踏
み
（
と
）
文

橋

1

2

四

こ
れ
ほ
ど
の
歌
を
即
座
に
よ
み
出
す
と
は
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。（
二
十
八
字
）

ア

1

2
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五
イ

六
御
簾
よ
り
な
か
ば
出
で
て
、
直
衣
の
袖
を
ひ
か
へ
て
（
二
十
字
）

七
ア

【
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
】

一
歌
合
は
、
競
技
者
を
左
右
に
分
け
、
決
め
ら
れ
た
歌
題
で
優
劣
を
争
い
、
判
者
が
優
位
の
結
果
を
判
詞

、
、

、
、

、
、

に
記
す
文
学
的
遊
戯
。
優
劣
の
判
定
を
決
め
か
ね
た
場
合
は
、
引
き
分
け
「
持
」
と
す
る
。

じ

二

母
が
著
名
な
歌
人
和
泉
式
部
で
あ
る
こ
と
に
着
眼
す
る
。
小
式
部
内
侍
が
困
っ
て
母
に
助
け
を
求
め

1る
た
め
と
読
む
。

「
ま
だ
ふ
み
も
み
ず
天
橋
立
」
と
あ
る
か
ら
、（
Ｂ
）
と
判
断
す
る
。

2
母
に
助
け
を
求
め
た
と
言
っ
て
か
ら
か
っ
て
い
る
の
で
、
使
い
が
帰
っ
て
来
な
い
と
意
味
が
な
い
。

3
三

丹
後
へ
は
、
大
江
山
を
越
え
て
行
き
、
生
野
を
通
っ
て
行
く
と
読
み
、
天
橋
立
を
踏
ん
だ
（
行
っ
た
）

、
、

、
、

、
、

1こ
と
も
な
い
し
、
天
橋
立
（
丹
後
）
に
い
る
母
か
ら
の
文
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
読
む
。

、

「
踏
み
・
渡
る
・
途
絶
ゆ
」
は
し
ば
し
ば
「
橋
」
の
縁
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

と

だ

2
四

「
思
は
ず
に
あ
さ
ま
し
く
て
」
に
着
眼
す
る
。
予
想
外
で
こ
と
の
意
外
さ
に
驚
き
あ
き
れ
て
い
る
。

1小
式
部
内
侍
が
、
掛
詞
・
縁
語
を
用
い
、
地
名
・
状
況
を
う
ま
く
織
り
込
ん
で
、
即
座
に
歌
で
返
事
を

し
た
こ
と
に
驚
い
た
の
で
あ
る
。

即
座
に
よ
み
出
す
と
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
小
式
部
内
侍
の
歌
才
を
見
く
び
り
、

2侮
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
「
お
ぼ
え
」
は
動
詞
「
お
ぼ
ゆ
」
の
連
用
形
が
名
詞
に
転
成
し
た
語
で
、
目
上
の
人
か
ら
思
わ
れ
る
と

「
寵
愛
」
と
な
り
、
世
の
人
か
ら
思
わ
れ
る
と
「
評
判
」
の
意
と
な
る
。

六
当
時
の
若
い
女
性
が
、
御
簾
か
ら
半
身
を
出
し
て
男
の
袖
を
つ
か
ま
え
る
の
は
、
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。

七
定
頼
の
か
ら
か
い
に
即
座
に
見
事
な
歌
で
返
し
て
い
る
。


